（Ｈ22年７月）

· 会社で行われる会議のコストがいくらか知っていますか？
人は誰でも平等に1日24時間という時間を与えられているわけですが、その24時間をどう使うかは、基本的に個々人に委ねられることになります。ワーク・ライフ・バランスが叫ばれる今日、仕事だけに時間を費やすのではなく、家庭や地域社会の活動にも時間を割くことで心と身体の健康バランスを保ち、そうすることで健全な社会生活を営むことが可能になると考えられています。
つまり、個々人がどのように時間配分するかが重要になるところですが、会社の所定労働時間を1日8時間とすると、仕事を持つ人間にとって1日の1/3は好むと好まざると会社で過ごさなければならず、これに残業時間が加わるとすれば、1日の約半分の時間が会社に費やされることになります。睡眠時間を7～8時間、朝昼晩の食事や雑用の時間を3時間と見積もると、残された時間は1～2時間しかありません。従って、残業をいかに無くして自由な時間を生み出すかが重要なテーマとなるわけです。

多くの企業では、長時間残業の大きな要因として「社内会議」を挙げています。「会議の目的は何か？」と問われた場合、一般的には「意思決定の場」「情報の共有と相互のコミュニケーションの場」と答えることでしょう。それ自体は間違っていませんが、その目的が明確に達成されているでしょうか？また、それだけで十分でしょうか？
悪い会議の典型的な例として、「議論だけが飛び交い、ダラダラと続いて何も決まらない会議」「ごく少数の上位者だけが発言して決定されてしまう会議」「あらかじめ根回しがされていて形式的に行われる会議」などが挙げられます。このような会議に時間を費やすほど無駄なことはありません。会議を行う場合、いったいどの位のコストが掛かっているのか、会議コストの「見える化」を図っている会社をご紹介します。ＮＴＴデータでは、社員1秒あたりの平均賃金と会議時間をベースに、会議出席メンバーの総人件費を会議コストと定義し、会議中、一角に置いたディスプレー上に会議コストを秒刻みで表示する仕組みを導入することで一人ひとりのコスト意識を高め、会議時間の短縮効果をあげているとのことです。「秒刻みでの表示」とまではいかなくとも、興味深い取り組みですので是非参考にしたいものです。

ここまで、「社内会議」があたかも諸悪の根源であるかのような論調になってしまいましたが、逆に「良い会議」とはどのような会議なのでしょうか？簡潔にいえば、「誰が、何を、いつまでに、どのような状態にする」ということを明確に決定する会議といえます。また、会議コスト以上の成果が期待できる生産性の高い会議、参加者全員が遠慮なく発言できるチャンスがある会議、も付け加えておきます。

いずれにしても、短い時間で明確な意思決定を行い、全員で問題を共有化して、その解決に向けてベクトルを合わせる、そのような会議が理想の会議といえるのではないでしょうか。　（工藤克己）
